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.、

平
成
ノ
大
造
営

一
年
に
一
度
、
宗
像
三
女
神
が
御
揃
い
に
な
り
、
御
神
威

新
た
に
斎
行
さ
れ
る
秋
季
大
祭
。
昨
年
十
二
月
の
遷
座
祭
後

初
の
、
本
殿
で
の
秋
の
例
祭
で
あ
っ
た
。
ま
た
今
年
は
拝
殿
に

「
三
十
六
歌
仙
図
扁
額
」
（
複
製
品
）
が
掲
げ
ら
れ
、
今
ま
で

と
違
う
雰
囲
気
で
の
御
祭
り
が
斎
行
さ
れ
た
。
ま
た
連
日
多

く
の
参
拝
者
で
賑
わ
い
、
夜
間
ま
で
拍
手
の
音
が
境
内
に
響
い

て
い
た
。

,
I
i
i
み
あ
れ
祭
（
海
上
・
陸
上
神
幸
）

主
基
地
方
風
俗
舞
奉
奏
『

l

午
前
八
時
三
十
分
、
降
雨

の
な
か
大
島
・
中
津
宮
に
て

出
御
祭
を
斎
行
。
沖
津
宮
と

中
津
宮
の
御
神
璽
を
神
輿
に

奉
安
、
心
配
さ
れ
た
雨
も
出

御
の
時
刻
に
は
小
降
り
に
な

り
、
予
定
通
り
大
島
小
学
校

鼓
笛
隊
の
先
導
の
も
と
大
島

港
ま
で
陸
上
神
幸
が
行
わ
れ
、

大
祭
斎
行

傘

会百

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

□
靡
信

き
た
マ
今
月
二
士
＝
日
「
勤
労
感
謝
の
日
」
は

「
勤
労
を
尊
び
、
生
産
を
祝
い
、
国
民
が
互

い
に
感
謝
し
あ
う
日
」
と
昭
和
二
十
三
年
に

法
律
に
定
め
ら
れ
た
国
民
の
祝
日
で
あ
る
。

し
か
し
本
来
は
新
嘗
祭
の
祭
日
で
あ
り
、

宮
中
に
お
い
て
は
天
皇
陛
下
御
自
ら
が
育

て
ら
れ
た
そ
の
年
の
新
穀
を
、
天
照
大
神

を
始
め
と
す
る
天
神
地
祇
に
お
供
え
し
、

国
家
・
国
民
の
平
安
と
繁
栄
を
お
祈
り
に

な
る
収
穫
祭
で
あ
る
。
神
宮
を
始
め
全
国

の
神
社
で
も
執
り
行
わ
れ
、
祈
年
祭
と
対

置
さ
れ
る
重
儀
で
あ
る
ア
そ
の
起
源
は
稲

作
開
始
の
弥
生
時
代
に
遡
る
と
も
謂
わ
れ
、

日
本
書
紀
に
も
「
天
照
大
神
の
新
嘗
し
め
す

時
」
と
み
え
る
。
神
道
に
お
け
る
祭
祀
は
稲

作
農
耕
に
基
づ
く
も
の
が
多
く
関
係
性
も

深
い
。
江
戸
期
ま
で
は
国
民
の
大
半
が
農

業
従
事
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
こ
の
祭

日
は
国
民
に
と
っ
て
重
要
な
儀
式
で
あ
っ
た

ご
呻
業
の
多
様
化
や
実
際
の
収
穫
期
と
祭

日
の
時
期
の
差
も
あ
り
、
祭
り
本
来
の
意

昧
は
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
単
に
勤
労
に

感
謝
す
る
だ
け
の
日
で
は
な
い
了
日
本
人

に
と
っ
て
米
・
稲
は
単
な
る
食
糧
で
は
な
い
。

稲
作
は
、
わ
が
国
の
和
・
礼
・
勤
労
な
ど
の

国
民
性
や
文
化
を
形
成
し
て
き
た
、
極
め

て
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
太
古

か
ら
の
祭
り
を
そ
の
意
義
と
共
に
確
実
に

継
承
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
長
）
神具・装束・授与品

令井 六
肉

装束店
〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
フリーダイヤル 0120-075-980

授与品店
〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

燥式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(o q40)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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一
沖
・
中
両
宮
の
神
輿
を
御
座
船
一
に
比
べ
少
な
い
約
五
十
隻
の
漁
一
璽
が
待
機
す
る
神
湊
港
港
、
一

日
に
御
載
せ
し
た
。
二
船
が
二
隻
の
御
座
船
に
続
い
て
、
[
-
年
ぶ
り
に
三
女
神
は
揃
い
[

暉
一
午
前
九
時
二
十
分
、
大
島
港
一
船
団
を
形
成
、
波
高
の
な
か
、
し
こ
」
な
ら
れ
、
神
湊
港
に
駐
贅
―

E
i
を
出
港
。
悪
天
候
に
よ
り
例
年
：
ぶ
き
を
あ
げ
な
が
ら
玄
界
灘
を
」
祭
が
行
わ
れ
た
。
荒
天
に
よ
る
一

勇
壮
に
神
幸
し
二
陸
上
神
幸
中
止
の
為
、
神
湊
港
[

月
i年

た
。
約
一
時
間
丁
か
ら
辺
津
宮
第
一
鳥
居
ま
で
は
一

成
を
か
け
神
湊
港
こ
御
座
車
に
よ
る
神
幸
を
行
い
、
一

沖
に
到
着
す
る
丁
少
雨
な
る
も
多
く
の
参
拝
者
に
一

平

と
、
晴
れ
間
が
こ
迎
え
ら
れ
本
殿
へ
入
御
し
辺
津
一

広
が
り
各
供
奉
二
呂
入
御
祭
を
斎
行
。
葎
津
宮
司
[

船
が
御
座
船
の
二
か
祝
詞
を
奏
上
し
、
主
基
地
方
一

周
り
を
周
回
し
」
風
俗
舞
が
厳
か
に
奉
奏
さ
れ
た

宗
像
七
浦
の
各

1
1
“日-
1
-

母
港
へ
と
帰
港
」
流
鏑
馬
神
事
・
翁
舞
奉
奏
＂

し
た
。
i
二
日
は
、
一
日
の
天
気
と
打
っ
一

沖
中
の
二
隻
二
し
変
わ
っ
て
、
秋
晴
れ
の
空
模
様
一

の
御
座
船
は
、
丁
こ
な
る
。
そ
の
な
か
、
八
時
よ
り
[

辺
津
宮
の
御
神
こ
仲
門
前
に
て
流
鏑
馬
神
事
の
奉
一

納
が
あ
り
、
地
上
八
一

メ
ー
ト
ル
の
的
に
騎
手
[

が
矢
を
射
る
と
参
拝
一

者
か
ら
拍
手
が
沸
き
[

あ
が
っ
て
い
た
。
一

十
一
時
か
ら
の
例
一

祭
で
は
福
岡
県
神
社
一

庁
宗
像
支
部
の
神
職
一

奉
幣
使
、
宮
地
嶽
神
一

宗 M`UNAKATA 材し

1 主なる奉仕者御芳名（敬称略・祭典の順） I 

宗
像
大
社
氏
子
会
一
◆
御
長
手
棒
持
・
提
灯
行
列

◎
海
上
神
幸
奉
仕
i
玄
海
小
・
中
学
校
生

海
洋
神
事
奉
賛
会
（
会
長
・
中
村
忠
彦
）
一
◆
陸
上
神
幸
実
行
委
員
会

◆
沖
津
宮
御
座
船
盛
漁
丸
i
玄
海
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
運
営
協
議
会

（
鐘
崎
）
船
長
灘
辺
筆
男
一
津
加
計
志
神
社
総
代
、
宗
像
・
沖
ノ
島
世

◆
中
津
宮
御
座
船
第
十
八
勇
正
丸
i
界
遺
産
市
民
の
会
、
玄
海
地
区
交
通
安
全

（
大
島
）
船
長
原
大
樹
i
協
会
、
神
湊
盆
踊
り
保
存
会
、
宗
像
市
消

◆
沖
津
宮
先
導
船
第
三
曙
丸
i
防
団
、
宗
像
市
、
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会

（
神
湊
）
船
長
吉
武
義
成
二
◎
主
基
地
方
風
俗
舞

◆
中
津
宮
先
導
船
大
黒
丸
i
〈
舞
方
〉
松
井
徳
一
郎
、
松
井
実

（
地
ノ
島
）
船
長
奥
佳
寛
一
森
勝
紀
、
吉
田
光
利

◆
花
火
船
生
漁
丸
i
〈
歌
方
〉
中
野
正
徳
、
中
野
久
志

（
大
島
）
船
長
上
野
美
実
i
井
上
光
生
、
深
田
誠

◆
報
道
船
み
た
け
i
深
田
鷹
之

（
大
島
）
船
長
遠
藤
英
樹

□◎
流
鏑
馬
神
事

一
世
話
役
宮
木
貞
彦

i
奉
仕
者
瞑
武
孝
行
、
河
野
暁

木
下
淳

二
◎
氏
子
奉
幣
使

~
商
向
敏
治
（
宗
像
市
）

ご
〇
翁
舞

i
喜
多
流
梅
津
忠
弘
師
以
下
同
門
下
中

二
己
浦
安
舞

i
宮
本
あ
ゆ
な
、
三
苫
愛
弥

一
吉
武
麻
帆
、
濱
田
歩
美

口
蔽
茶
祭

i
南
坊
流
・
ニ
代
洗
心
庵
．

i
瀧
□
宗
芳
同
社
中

二
◎
高
宮
神
奈
備
祭
奉
仕

i
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会

◎
陸
上
神
幸
奉
仕

◆
御
座
車

西
久
大
運
輸
倉
庫
採

囲
新
出
光

宗
像
地
区
タ
ク
シ
ー
協
会

宗
像
観
光
協
会

◆
先
導
車

宗
像
観
光
協
会

宗
像
地
区
交
通
安
全
協
会

宗
像
市
消
防
団
第
十
一
分
団

◆
供
奉
車

宗
像
市
消
防
団
第
十
二
分
団

玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合

◆
大
島
鼓
笛
隊
奉
仕

大
島
小
学
校
児
童
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1
口
i
]
]
i
]
]
ー
ロ
[
[
口
』
ロ

一
当
日
は
、
約
百
名
の
参

呵
者
の
も
と
清
明
殿
に
て
一
d
.

：
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
後
、

；
平
殿
に
て
正
式
参
拝
、
引

；
き
続
き
奉
納
を
行
っ
た
。

二
奉
納
に
は
軽
妙
な
話
術
に

云
芯
“
れ
た
一
般
参
拝
者
も

デ
ュ
湘
ふ
ノ
更
家
氏
奉
納
ウ
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四
日去
間る

: : さ研
せ修
ての
頂宗

9乏勺 ーー、 ・き像
ーま大

--, し名の駐卜員各にし社
.J日本たが総在ナニ事はた研
常研゜参勢員 A 十業日゜修
生修 加三各ム九所本本を

IJI：：活は し十一員裔の国研実
と、 まー名のべ社内修施

................................................................................................................. 

宮神です多こ像 りつの日を業で離
司社執るきと大研まを思本受者感れ
よ祭り研もを社修す目いのけ出性た
り式行修の奉での゜的を伝‘光を神
ご作い開に告研開 に惑統経佐高域
講法ま始なし修始 毎し文営＝め＇一
話をし奉る‘をに 年取化の示る身
を体だ告こ研さあ 実をに原多こを
マ頂験 祭と修せた 施一触点大と置
くし嘉ををがてり しとれとなてく
等葦後拝祈実頂、 ての、し影--,こ
に津、殿願りく宗 お二そた響創と
....................................................................................................................................................... 

疇諺頓声饂 に空感：一｀き会物の見海たれのに出際し宮深よ
ご望心畠農農玉特＄贋ら研夏篇贋学畠ま゜百：真着届霞犀麿晶
るつ映え関ちき r め社言塁塁 I 温澁g tミ嘉嘉亙詞皐塁津丘更
講で像方す：胃〗贔の繋はさをやの力、神でーた主るな宮にの
話網や等る題る宮じ歴が太せ囲店皆た宝き端日がこどを、理
を羅文に歴し神司ま史る古てん主様館館まに本大与を見辺解
頂的献言史て道かしの宗か頂だ好とのやし触人切、実学津を
戴ヵヽ紹てや 、のらt→奥
しつ介、神沖心は勺深
た深を D 道ノと、 さ
.............................................................................................. 

と触に店職 有そ神こ
がれし主様研意れ道と
で、て、と修義以にで
き素きその生な降関‘
た直たし班ヵ、ものす宗
゜に考て別らの研る像
て受え日討はと修理大

ヽ［忍克雙ヽi皇〗社
烹悶胃夏門息｝ 2 胄｀ I 

楔こに切、神：層、や

一出
光
興
産
株
式
会
社
人
事
部
教
育
課

中
堅
社
員
研
修
所
感
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な
ど
、
大
変
意
義
深
い
体
験
が

で
き
た
。
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

研
修
生
に
対
し
て
懇
切
丁
寧

な
ご
指
導
を
し
て
頂
い
た
宗
像

大
社
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

穏
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
予
定

ど
お
り
に
研
修
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
、
当
初
の
目
的
は
十
分

に
達
成
致
し
ま
し
た
。
ご
協
力

ご
支
援
頂
き
ま
し
た
関
係
者
の

皆
様
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

最
後
に
、
宗
像
大
社
の
益
々
の

ご
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

研
修
の
所
感
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

ち
て
道
ひ
ら
く

t

`
Vこ
~
C
.

，
げ
津
ぃ

l
l
a
汀
い
と
り
下
一
＝
霙
贔

沖
津
宮
遥
拝
所
の
災
害

復
旧
工
事
は
、
銅
板
屋
根
葺

替
え
が
進
み
、
同
時
に
土
壁

の
修
復
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

部
分
解
体
し
て
み
る
と
壁

内
部
を
は
じ
め
、
至
る
と
こ

ろ
に
だ
い
ぶ
水
が
染
み
込
ん

で
お
り
、
想
定
以
上
の
修
繕

の
必
要
性
が
生
じ
て
い
る
。

福
岡
県
氏
子
青
年
協
議
会

神
宮
新
穀
献
供
米
稲
刈
り
神
事

膏
り
‘
し
‘
.
,
t
,
t

,
.
.
9
9
9
ヽ
．
，

一

十
月
十
二
日
、
宗
像
大
社
神
]
g
に
て
神
職
が
稲
と
一
i

[
]
[
[
"
"
`
"
ニ

り
神
事
が
斎
行
さ
れ
、
当
大
社
」
加
者
全
員
で
神
田
に
迄

氏
子
青
年
会
員
十
四
名
を
は
じ
こ
追
み
、
稲
刈
り
を
開
＝

め
県
内
各
神
社
氏
子
青
年
会
員
一
始
。
毎
年
参
加
さ
れ
て
い
る
方
一

と
子
供
た
ち
総
勢
三
十
二
名
が
：
も
多
く
、
慣
れ
た
手
付
き
で
進
：
ち
回
り
で
伊
勢
神
宮
に
初
穂
（
新

参
加
し
た
。
：
み
、
神
事
は
無
事
終
了
し
た
。
」
穀
米
）
を
奉
献
す
べ
く
行
わ
れ
て

当
日
十
一
時
三
十
分
、
神
田
一
こ
の
神
事
は
毎
年
各
神
社
持□
い
る
。

!l 
、内．鷺..

h` 

9 ..9 、f :i • 

! 

ヽ
' 

’ i... -―-●-一

解体される土壁

,.' '. 

. . ,  •‘9.... J) 
..  ~.. "A .. 
- .:. ~ • ·-.鼻ウJ‘

銅板葺替えが進む屋根
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和
代
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秀安幹
丸彦之

一
宗
像
市
石
井
遥

＿
古
賀
市
石
井
あ
ゆ
み

―
宗
像
市
石
田
遥
花

ー
北
九
州
市
衛
藤
愛
里

＿
宗
像
市
岡
田
華
代
子

―
宗
像
市
権
田
行
子

ー
北
九
州
市
佐
野
瀬
里
菜

＿
宗
像
市
澤
崎
有
希

＿
宗
像
市
篠
原
あ
ゆ
み

一
宗
像
市
陣
内
楓

＿
宗
像
市
竹
本
あ
づ
さ

＿
宗
像
市
竹
本
百
合
子

ー
岡
垣
町
田
中
志
保

一
福
津
市
永
嶋
康
子

―
宗
像
市
花
田
純
子

ー
福
津
市
福
嶋
真
貴
子

一
岡
垣
町
福
永
愛

＿
宗
像
市
古
野
愛
美

ー
富
士
市
望
月
佑
里
子

一
新
宮
町
森
千
尋

―
世
田
谷
区
山
崎
英
子

一
宗
像
市
山
下
奈
美

＿
宗
像
市
吉
田
達
子

＿
宗
像
市
吉
武
律
子

―
1
0
、

0
0
0
円

一
茨
木
市
占
部
博

＿
横
浜
大
和
田
全
彦

一
新
潟
市
岡
田
功

一
福
島
市

＿
学
校
法
人
福
島
文
化
学
園

日
下
将
孝

一
長
崎
市
佐
藤
英
敏
・
博
子

＿
筑
紫
野
市
前
田
弘
樹

一
下
関
市
三
井
俊
幸

ー
北
九
州
市
湊
浩
幸

一
品
川
区
宮
野
晃

一
千
代
田
区

一
（
株
）
ム
ナ
ウ
ェ
イ
宗
像

一
六
、0
0
0
円

一
渋
谷
区
秋
山

一
五
、0
0
0
円

一
須
恵
町
（
有
）
案
浦
製
作
所

案
浦
弘

一
守
山
市
磯
田
好
美

―
北
九
州
市
伊
藤
義
浩

一
宗
像
市
（
株
）

K
Y
W

一
代
表
取
締
役
今
義
剛

一
福
岡
市
入
江
尚
代

ー
大
津
市
上
野
奈
津
美

ー
出
雲
市
江
角
彰
則

一
渋
谷
区
ソ
ン
グ
バ
ー
ド

ー
大
竹
山
昌
廣

一
岡
山
市
岡
崎
恵
子

＿
岡
山
市
岡
崎
祐
有
子

一
措
陵
（
有
）
＝
ス
モ
ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
ジ
ャ
パ
ン

―
勝
沼
慧
衣

＿
大
野
城
市
川
本
和
子

＿
出
雲
市
菊
池
幸
介

一
熊
本
市
久
保
裕
治

―
福
岡
市
小
樋
有
仁

＿
船
橋
市
齋
藤
義
治

一
宇
土
市
坂
本
輝
子

l

県
成
田
市
島
田
毅

一
宗
像
市
白
石
陽

一
港
区
高
橋
真
人
・
奈
美

―
北
九
州
市
武
石
恭
典

ー
下
松
市
武
居
正
修

ー
福
岡
市
辻
原
志
信

―
伊
勢
市
出
口
浩
哉

ー
小
笠
原
村
長
門
克
典

ー
福
岡
市
西
田
勝
士

―
福
岡
市
藤
原
裕
二

一
佐
賀
市
松
田
進
・
裕
子 邦

宏
慶
輔

―
三
条
市
三
木
雅
之

ー
福
岡
市
深
山
治

一
板
橋
区
宗
像
勝
巳

＿
福
岡
市
矢
口
義
貴

一
阪
南
市
山
中
富
士
夫

一
三
春
町
（
有
）
宗
像
清
商
店

＿
太
宰
府
市
吉
武
龍
一

一
宇
部
市
（
株
）
吉
村

一
宇
部
市
（
株
）
イ
ア
ー

＿
福
岡
市
力
丸
範
武

ー
四
、0
0
0
円

ー
阿
蘇
市
立
石
大
貴

＿
天
草
市
宗
像
義
孝

一
三
、0
0
0
円

ー
佐
世
保
市
赤
司
桂
子

一
上
毛
町
入
江
聖
奈
子

＿
北
九
州
市
梅
田
正
壽

ー
福
岡
市
上
村
恵
子

一
府
中
市
高
橋
秀
明

＿
福
岡
市
小
西

一
我
孫
子
市
近
藤
一
夫

ー
大
阪
市
坂
宗
久

＿
東
村
山
市
櫻
井
博
行

一
庄
原
市
八
福
会
鐵
穴
貴

一
宗
像
市
訟
津
榮
喜

＿
二
、
0
0
0
円

一
鹿
児
島
市
新
福
明
美

ー
鹿
児
島
市
新
福
雅
彦

一
船
橋
市
安
藤
由
喜
子

ー
名
古
屋
市
池
間
毅

ー
名
古
屋
市
池
間
豊
子

一
精
華
町
泉
谷
啓
二
郎

＿
池
田
市
井
上
日
出
生

一
鹿
屋
市
今
熊
千
春

一
豊
島
区
上
間
隆

＿
寒
川
町
臼
井
和
雄

一
高
梁
市
内
田
賢
一

-『1 如■■
西日本菊花大会のご案内

毎年、 1 1 月 1 日から開催される菊花展。九

州各県、山口の菊花愛好家から出品された

様々な菊の花約3000鉢が境内に展示され、

西日本一の規模を誇ります。

◆会期平成27年 1 1 月2 日（月）～ 22 日（日）
◆時間終日
◆会場宗像大社境内
◆拝観料無料

さ川山福阿大横川東広柏鹿芦福大杉横北深中松
い崎口岡蘇東浜口大島 児屋岡野戸浜九谷間山
た町市市市市市市阪市市島町市城町市小卜［市市市
ま 市市市市
市
鶴田田田立竹鈴鈴新城澤迫齋黒川川金金門奥小
田中中中石田木木道山田 藤木本島子子倉田笠

久千 原
英裕博尚佳律英美信 昌恵竜祥良厚美哲正敦敏
樹介之子江子伸子秀昇之美太司ー史和也史子夫

ー
玉
名
市

＿
高
松
市

＿
可
児
市

ー
大
田
区

一
深
谷
市

一
久
留
米
市

＿
長
浜
市

一
（
株
）
山
久

一
大
井
町

ー
福
岡
市

＿
粕
屋
町

―
北
九
州
市

一
太
宰
府
市

＿
杉
並
区

―
福
岡
市

ー
大
阪
市

一
練
馬
区

―
宗
像
市

ー
今
治
市

一
武
蔵
野
市

＿
姶
良
市

豊山矢森茂村光松益桝牧藤福平
留田野 木瀬安本山本原田馬山
真寿真

治由津樹常君孝義コ浩源和弥正
代美枝代行夫子幸ウ文二彦生樹

野中長中冨徳
田山竹嶋岡永
み乃

裕ず幸利八
勇介ぇ三子恵
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い
た
と
い
う
。
墜
落
の
目

撃
談
を
多
く
と
り
、
巨
大

な

B
2
9墜落
の
様
子
を
復

元
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
年
三
月

二
十
七
日
午
前
中
に

B
2
9一
六
一
機
が
長
崎
、

大
村
、
福
岡
（
太
刀
洗
）
に
J
一

来
襲
爆
撃
を
行
い
、
同
日
、

午
後
よ
り
一
0
二
機
が
八

幡
に
来
襲
、
関
門
海
峡
の
一

一
大
き
な
墜
落
音
に
、
壕
内
の
家
族
一
を
た
て
て
降
っ
た
。
月
明
か
り
の
中

丘
頭
を
か
か
え
て
突
っ
伏
し
た
が
、
一
を
降
下
す
る
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
は
、
地

：
外
で
は
雅
生
が
「
ア
メ
リ
カ
の
飛
行
丁
上
か
ら
目
撃
さ
れ
た
。
直
方
市
の
感

属
が
落
ち
た
、
バ
ン
ザ
ー
イ
」
と
叫
ん
二
出
室
木
の
田
ん
ぼ
と
、
知
古
の
ニ
ヶ

：
で
い
た
。
上
境
の
北
に
隣
接
す
る
永
二
所
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
四
、
五
十
人

直
方
市
の
牛
島
英
俊
氏
が
「
植
木
一
機
雷
投
下
を
行
い
、
八
幡
市
内
の
爆
丁
と
激
し
く
吹
き
出
し
た
。

B
2
9は
市
二
滴
寺
で
は
篠
原
義
一
（
昭
和
十
年
生
）
口
の
群
衆
が
輪
に
な
っ
て
降
下
し
て
く

町
に
墜
落
し
た
B
2
9と
捕
虜
搭
乗
二
撃
が
行
わ
れ
た
。
夜
間
爆
撃
で
は
日
こ
伺
地
上
空
を
南
か
ら
北
に
通
過
し
て

□
か
「
飛
行
機
が
燃
え
て
い
る
」
と
の
声
：
る
「
鬼
畜
米
兵
」
を
待
ち
か
ま
え
て

員
」
と
題
し
て
西
日
本
文
化
（
西
日
丁
本
軍
は
対
空
砲
火
と
山
口
県
小
月
一
や
が
て
町
並
み
の
む
こ
う
に
百
万
燭
二

c

戸
外
に
出
る
と
、
北
の
空
に
三
条
一
い
た
。

本
文
化
協
会
、
二0
二
年
八
月
号
）
二
飛
行
場
か
ら
屠
龍
戦
闘
機
が
迎
撃
。
：
光
も
あ
る
よ
う
な
巨
大
な
火
柱
が
二
り
探
照
灯
に
捉
え
ら
れ
た

B
2
9が
見
一
群
衆
は
一
斉
に
襲
い
か
か
り
、
四

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。B
2
9撃
墜
に
二
こ
の
時
の
空
中
戦
の
様
子
は
樫
田
丁
あ
が
っ
た
。
映
画
館
の
む
こ
う
に
落
一
え
た
。
墜
落
ま
で
の
十
五
分
間
ほ
ど
一
方
か
ら
棒
や
拳
で
殴
り
か
か
っ
て
き

つ
い
て
は
、
市
史
や
町
史
で
も
記
載
一
勇
氏
の
「

B
2
9撃墜
記
、
光
人
社
」
：
ち
た
」
と
、
人
々
は
北
に
走
っ
た
が
、
二
り
間
、
何
度
も
旋
回
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
了
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
誰
も
刃
物
を

は
少
な
い
が
、
市
民
に
と
っ
て
突
然
こ
に
詳
し
い
）
一
実
際
は
三

k
m先
、
隣
町
の
鞍
手
郡
植
一
く
り
と
高
度
を
下
げ
て
い
っ
た
。
一
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
と
、
米
兵
は
防

降
っ
て
湧
く
恐
怖
で
も
あ
る
。
牛
島-
B
2
9一
機
は
日
本
軍
の
砲
火
を
受
「
木
町
に
墜
落
し
て
い
た
。
（
牛
島
前
一
地
元
の
植
木
町
で
は
、
隣
組
の
二
弾
チ
ョ
ッ
キ
と
ラ
イ
フ
ベ
ス
ト
を
着
用

英
俊
氏
の
実
父
（
明
治
四
十
五
年
生
）
一
け
て
被
弾
、
煙
と
炎
に
包
ま
れ
て
落
二
獨
書
）
ニ
―
十
人
ほ
ど
が
川
船
に
乗
っ
て
山
田
一
し
て
い
た
の
で
身
を
守
っ
た
。
暴
行

が
墜
落
を
目
撃
、
小
さ
い
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ち
て
い
く
。
巨
大
爆
撃
一
牛
島
英
俊
氏
は
多
く
の
目
撃
談
二
川
用
水
路
の
暗
渠
に
避
難
し
て
い
た
。
口
は
続
け
ら
れ
、
米
兵
は
こ
の
ま
ま
死

“
凡
機
・
空
の
要
塞
で
あ
る
。
こ
印
を
聞
き
と
っ
て
撃
墜
の
状
況
を
刻
本
田
六
子
（
大
正
十
二
年
生
）
は
大
一
ぬ
か
と
思
っ
た
と
き
、
長
身
で
体
格

―
-
『
り
日
[
[
い
日
i
i
`
]
口
い
＜
コ
三
げ
パ
｀

晨
沖
翼
に
必
に
出
た
。
人
々
が
指
す
万
防
団
員
が
自
宅
と
な
り
の
火
見
櫓
で
：
を
見
た

0

!
た
彼
ら
は
警
官
に
も
襲
い
か
か
り
、

m
]叩
戸
ー
〗
鑽
一
向
を
見
上
げ
る
と
、
巨
「
飛
行
機
が
落
ち
る
」
と
叫
ぶ
の
を
聞
野
ロ
セ
ツ
子
（
大
正
十
三
年
生
）
警
官
は
米
兵
を
か
ば
っ
て
何
度
も
殴

；
一
慧
蓄
せ
ば
大
な
飛
行
機
が
、
こ
れ
ま
一
い
て
見
上
げ
る
と
巨
大
な
飛
行
機
が
口
は
防
空
壕
に
入
ら
ず
に
辻
の
自
宅
に
一
ら
れ
た
。
や
っ
と
の
こ
と
で
米
兵
と

h
り
'
」
-
-
B
i
で
見
た
こ
と
も
な
い
低
火
を
噴
き
つ
つ
頭
上
を
通
過
し
た
。
い
た
が
、
大
き
な
衝
撃
音
と
と
も
に
、
群
衆
か
ら
引
き
離
し
た
警
官
は
米
兵

魯
に
自
壺
的
供
出
を

“
-
h

空
飛
行
し
て
い
っ
た
。
機
二
植
木
の
南
方
六
・
五

k
mの
直
方
市
上
二
束
の
方
が
明
る
く
な
り
、
そ
の
明
か
一
に
手
錠
を
か
け
た
。
警
官
は
顔
か
ら

望
む

体
は
煙
と
炎
に
包
ま
れ
一
境
で
は
占
部
雅
生
（
昭
和
八
年
生
）
一
り
で
中
島
橋
が
見
え
た
。
ま
た
対
岸
丁
皿
を
流
し
て
い
た
が
、
後
年
米
兵
は

ほ
．
岡海

軍
監
置
官
事
務
所
，
て
お
り
、
追
い
す
が
る
日
一
が
防
空
壕
の
外
を
う
か
が
っ
て
い
る
[
の
木
屋
瀬
(
八
幡
西
区
）
の
福
田
材
木
:
で
の
ふ
る
ま
い
は
職
務
を
淡
々
と
遂

:
I
i
i
田
久
次
鵡
一
本
機
か
ら
曳
光
弾
が
発
丁
と
、
火
だ
る
ま
の
飛
行
機
が
落
ち
て
一
店
付
近
で
は
、
墜
落
機
が
巻
き
上
げ
二
行
す
る
敵
意
の
な
い
も
の
で
、
深
く

←
日
＝
三
竺
工
場

f
に
芹
上
正
嘘

！
卜
射
さ
れ
る
と
、
炎
は
一
段
一
ゆ
く
の
が
見
え
た
。
丁
た
大
量
の
土
砂
が
夕
立
の
よ
う
な
音
一
感
謝
し
た
と
回
想
し
て
い
る
。

平成27年 1 1 月 1 日日曜日-
（続）
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北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
i

志
願
せ
し
兄
が
狭
間
に
戻
る
や
も
人
づ
て
に
聞
く
戦
後
七
十
年
一

志
願
し
て
戦
い
の
場
に
臨
ん
だ
作
者
の
兄
、
戦
死
さ
れ
た
の
か
、
[

そ
の
最
期
の
様
子
を
人
づ
て
に
聞
い
た
作
者
と
読
ん
だ
。
大
切
一

一
な
家
族
の
死
の
様
子
を
知
る
の
は
幾
年
た
っ
て
も
切
な
い
。
[

宗
像
市
宮
田
山
本
静
子
~

い
た
だ
き
し
小
松
氏
の
笑
顔
う
か
べ
つ
つ
「
む
な
か
た
」
を
読
む
九
十
六
歳
i

良
い
友
人
を
お
持
ち
の
作
者
。
年
齢
を
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
歌
の
若
々
し
さ
[

l
と
毎
月
の
投
稿
の
意
欲
に
感
服
す
る
。
初
句
は
〈
下
さ
れ
し
〉
三
句
〈
思
い
つ
つ
〉
に
。
一

宗
像
市
武
丸
白
土
凌
一

十
六
夜
の
川
辺
に
咲
き
し
彼
岸
花
一
花
折
り
て
心
和
ま
ん
i

あ
か
る
い
月
の
光
に
誘
わ
れ
て
散
歩
に
出
か
け
た
作
者
。
月
光
一

の
下
で
も
赤
く
見
え
る
彼
岸
花
を
折
り
と
り
満
ち
足
り
た
気
分
[

一
で
戻
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
四
句
以
下
〈
ー
折
れ
ば
心
和
め
り
〉
。
~

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
一

ミ
コ
さ
ん
を
辞
書
に
探
せ
ば
巫
女
あ
り
て
神
さ
ま
に
心
ち
か
き
ひ
と
ら
し
~

正
確
に
は
巫
女
は
神
に
仕
え
、
あ
る
い
は
神
意
を
う
か
が
い
神
[

託
を
告
げ
る
人
だ
が
、
そ
れ
を
「
神
様
に
心
ち
か
き
人
」
と
す
る
一

作
者
の
と
ら
え
方
が
魅
力
的
で
、
た
の
し
い
一
首
に
な
っ
て
い
る
。
[

宗
像
市
多
證
早
川
祥
三

丹
精
を
込
め
て
い
よ
い
よ
明
日
出
荷
熟
知
さ
れ
て
た
ぶ
ど
う
の
悪
夢
[

季
節
感
が
あ
る
素
材
な
の
だ
が
、
内
容
が
読
み
取
れ
ず
、
困
っ
た
。
一

．
上
の
句
か
ら
は
無
事
に
出
荷
で
き
る
よ
う
な
の
だ
が
、
下
の
句
で
分
[

．
か
ら
な
く
な
る
。
〈
ぶ
ど
う
の
悪
夢
〉
が
、
読
者
に
も
分
か
る
と
良
い
。
一

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範
i

な
ぎ
な
た

モ
ン
ペ
穿
き
薙
刀
を
持
つ
戦
時
下
の
生
徒
を
語
る
米
寿
の
教
師
一

戦
時
中
に
大
人
だ
っ
た
人
た
ち
が
今
で
は
少
な
く
な
っ
た
。
米
寿
[

の
方
で
も
終
戦
を
十
代
で
迎
え
て
い
る
。
戦
時
下
で
若
い
教
師
だ
っ
[

た
人
の
、
モ
ン
ペ
で
薙
刀
を
持
つ
生
徒
た
ち
の
記
憶
は
貴
重
だ
。
一

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日メ
切

七五三詣の
ご案内

ご無宗
加事像
護に大
を成神
祈長様
願出に
す来生
る仁を
人←受
生とけ
儀をて
礼感か
で謝ら
すし今
°将日
来ま
ので

◆年齢 3歳の男女児、
5歳の男児、 7歳の女児
◆期間 11 月末迄
◆初穂料 1 人 5,000円
◆授与品
御守、御幣、千歳飴 ほか

俳
句

作
0
ロ

宗
像
市
多
禰
早
川
祥

水
琴
の
在
所
た
ず
ね
る
玉
の
汗

宗
像
市
武
丸
白
土
凌

名
月
を
眺
め
涼
ま
ん
庭
先
や

宗
像
市
池
田
森
龍
子

両
岸
を
埋
め
尽
し
咲
く
彼
岸
花
日
暮
れ
の
川
は
お
ど
ろ
お
ど
ろ
に

彼
岸
花
が
岸
を
埋
め
る
ま
で
に
咲
い
た
日
暮
れ
の
川
と
読
む
と
、

そ
れ
だ
け
で
こ
の
世
な
ら
ぬ
も
の
を
想
像
す
る
。
結
句
は
す
こ

し
抑
え
〈
お
ど
ろ
を
流
る
〉
＜
ら
い
に
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

つ
ゆ
明
け
の
昼
の
納
骨
さ
る
す
べ
り
紅
く
も
だ
し
て
墓
に
よ
り
そ
ふ

納
骨
を
寂
し
く
思
う
作
者
だ
ろ
う
。
百
日
紅
を
擬
人
化
し
、
墓

を
守
っ
て
い
る
よ
う
に
詠
む
。
黙
す
、
寄
り
添
う
の
二
つ
の
動

詞
が
擬
人
的
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
黙
す
は
省
く
工
夫
を
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

草
む
ら
の
ち
ち
ろ
虫
聞
き
山
畑
へ
朝
露
光
る
野
道
を
歩
く

秋
の
早
朝
の
爽
や
か
さ
が
よ
く
表
わ
れ
て
快
い
。
ち
ち
ろ
虫
、
朝
露
、
山
畑
な

ど
の
具
体
が
効
い
て
、
足
を
濡
ら
す
朝
露
の
感
触
ま
で
が
想
像
で
き
る
歌
だ
。

◆
選
者
詠

悲
し
み
に
不
意
に
お
そ
は
る
亡
き
母
の
好
み
し
鰻
頭
ひ
と
く
ち
食
べ
て

あ
あ
だ
れ
か
ふ
さ
ぎ
く
れ
ぬ
か
立
ち
あ
が
る
度
に
よ
い
し
よ
と
唱
へ
る
口
を

所
〒
八
―
―
ー
三
五

0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
・
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

ー

7
7
9
B

い
i
t
い
い

7
7

リ
カ
に
歴
史
的
勝
利
！
例
え
れ
ば
戦
車
に
マ
シ
ン

ガ
ン
で
突
っ
込
ん
で
勝
つ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
…
。

勝
ち
点
の
関
係
で
予
選
突
破
は
叶
わ
な
か
っ
た

が
、
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
中
の
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ

ン
を
熱
狂
さ
せ
、
ま
た
賞
賛
を
浴
び
、
ラ
グ
ビ
ー

を
か
じ
っ
た
自
分
も
眠
れ
ぬ
夜
を
楽
し
ま
せ
て

も
ら
っ
た
て
日
本
代
表
ジ
ャ
ー
ジ
に
咲
く
桜
の
エ

ン
ブ
レ
ム
。
由
来
は
「
正
々
堂
々
と
戦
え
。
敗
れ

る
と
き
は
美
し
く
敗
れ
ろ
。
武
士
の
魂
を
象
徴

す
る
桜
は
美
し
く
咲
く
花
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

美
し
く
散
る
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
で
あ
る
ら
し
い
▼
外
国
人
選
手

を
含
め
た
日
本
代
表
選
手
が
「
君
が
代
」
を
き
ち

ん
と
歌
う
姿
、
試
合
中
タ
ッ
ク
ル
す
る
姿
は
こ
の

由
来
を
体
現
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
て
日
本
の

国
花
は
「
桜
と
菊
」
。
十
＿
月
、
境
内
は
西
日
本
菊

花
大
会
、
菊
の
花
で
あ
ふ
れ
ま
す
。
桜
の
あ
と
は

高
貴
な
菊
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。
（
鈴
）

一99且9績油産一

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

つきなみ

1 日月次祭
午前10時～
高宮祭、第二宮・第三宮祭
宗像護国神社月命日祭

午前11 時～
総社祭、浦安舞奉奏

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
3日明治祭
午前10時～
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

つきなみ

15日月次祭併七五三祭
午前10時～
総社祭・高宮祭、第二宮•第三宮祭

........................................................... 

23日新嘗祭
午前 11 時～
豊栄舞奉奏

...................... 




